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(Разработка учебной программы и вспомогательного 
учебного пособия на основе учебного пособия:  






 ロシアの高等教育は 2009 年 2 月、大きな転換点を迎えた。ロシア連邦政府
政令により、高等専門教育の「連邦国家教育スタンダード」1が承認され、そ
の導入が決定した。これを受け、ロシアの高等教育機関（大学）は、5 年制









                                                        
1 「連邦教育スタンダード」については以下を参照。 
Министерство образования и науки Российской Федерации. Приказ от 20 мая 2009 г. N 541. 
«Об утверждении и введении в действие федерального государственного образовательного 























































初級段階の科目「実践日本語(Практический курс японского языка)」や「基礎







る。1 巻目は 1〜18 課、2 巻目は 19〜30 課で構成されている(すなわち全 30 課
                                                        
2 Нечаева Л.Т. Японский язык для начинающих. Часть 1.  2001г., Издательство 
«Московский лицей»; Нечаева.Л.Т. Японский язык для начинающих. Часть 2. 2002 г., 




























































                                                        
3 同教科書の練習問題については以下を参照。Нечаева Л.Т. Методические основы 
учебника «Японский язык для начинающих». 2002 г.. // Япония. Язык и культура. 






























 前述したように、30 課中 6 課以降は同じ内容構成であることから、ここで
は次の 2 点に分けて分析することとする――(1)1 課内に盛り込まれている内容
の配列の仕方とその特徴、(2)課題と練習問題。  
 


































①   1 課内の内容をすべて抽出し、図式化する。 
②   ガニェの｢9教授事象｣に照らし合わせながら、1 課内の内容の配列
を「導入」、「展開」、「まとめ」に分類する。 























































































































                                                        
6 第二言語習得過程については、以下を参照。Ellis R.（1995）Interpretation tasks for 

































































・絵/図形/番号によるか            ○   
・文字による語/句/文か ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○    
・音声による語/句/文か               
・文字による談話か          ○     
・音声による談話か               
学習者に期待されるアウ
トプットの性質 
              
・絵/図形/番号によるか         ○      
・文字による語/句/文か        ○ ○      
・音声による語/句/文か   ○       ○     
・文字による談話か           ○    









焦点・情報源               
言語形式に焦点があたっ
ているか 
○ ○ ○ ○    ○       
意味理解に焦点があたっ
ているか 




    ○ ○ ○ ○   ○ ○   
情報源は教材 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○   ○ ○ ○   
情報源は本人         ○    ○  
情報源は他者（他の学習
者/教師/リソース） 
        ○     ○ 
(2) 練習の活動形態 
・学習者同士のやりとり 
クラス全体      ○         
教師と学習者 ○ ○ ○ ○ ○          
ある学習者からクラス全
体へ 
        ○      
学習者の個人作業 ○ ○ ○ ○ ○   ○ ○  ○ ○ ○  
ペアワーク、あるいはグ
ループワーク 
      ○   ○  ○  ○ 
・学習者の自発性               
学習者の反応を要求せず ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○        
学習者が指示された通り
に答える/する 
       ○ ○ ○ ○    
学習者が考えて答える /
する 
             ○ 







              
言語操作の訓練(自動化)        ○ ○ ○     
運用力からアウトプット
を引き出す活動 



















































































標）、③ Structures（文型・語彙などの言語知識、言語構造）、④  Listening
（聴解）、⑤ Pronunciation（発音）、⑥ Writing（作文）、⑦ Reading（読解）、


















Numan の シ ラ バ ス 要 素 新 シ ラ バ ス 
① Title (題名) ①タイトル (課) 







④ Listening (聴解)   −———— 
⑤ Pronunciation (発音) 発音は課題と練習問題に含まれる   
⑥ Writing (作文) 作文は課題と練習問題に含まれる 
⑦ Reading (読解) ⑦テキスト（モノローグ・ダイア
ローグ） 































 本稿第 3 節の「(2)課題と練習問題」の分析で明らかになった問題点を解消
するためには「副教材(会話シート)」の作成が必須である。そこで各課に 1 つ、
                                                        
11 JF日本語教育スタンダード 2010、（2010）独立行政法人国際交流基金日本語国際セン
ター事業開発チーム 





















































































































































＜資料 1＞ 『初級者のための日本語』(全 2 巻) 









































































































































































































































































































































































＜資料 3＞ ｢副教材(会話シート)暫定版｣  
 
会話練習        第 16課            
 





                                       
 
 
   
《3》 みんなでやってみよう （既習項目を思い出させる）  










































《4》-2 表現と語彙 （新しい学習項目を提供する）  
 





《4》-1 会話を考えよう （新しい学習項目を提供する）            
 
田中 ： こんにちは。達也です。 
アンナ ： あ、達也さん。ちょっと待ってください。今、開けます。
（アパートのドアを開ける） 
アンナ ： どうぞお入りください。 
田中 ： おじゃまします。 
アンナ ： 元気だった。 
田中 ： うん、おかげさまで。 
アンナ ： （リビングで） お茶をどうぞ。 
田中  ： ありがとう。 
アンナ ： ジャムもどうぞ。これはうちのダーチャでとったの。 
田中  ： アンナさんがつくったの。 
アンナ ： いいえ、母がくれたの。 
田中  ： いただきます。ああ、おいしいね。 
アンナ ： よかった。 
田中 ： 何のジャム。 
アンナ ： 木いちご。 
田中  ： アンナさんは自分でつくらないの。 
アンナ ： いいえ。めんどうくさいから。私は食べるのが専門です。 
田中 ： そうだよね。私も食べるだけ。 
 
 
































役割 ： 日本人学生 







◎よくできた  ○できた   △もうすこし 
①目標は達成できた？ 
・ 食べ物について感想をいいましたか？（    ） 
②アドバイス 
（声が大きかったです。よい顔でした。発音が上手でしたなど） 
（                              
              ） 
③その他
役割 ： ロシア人学生 
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